
学校番号 3008 

令和 3年度 工業科（建築設備系 設備システム専科） 

 

教科 工業 科目 衛生・防災設備 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 ７実教 工業３３９「衛生・防災設備」（文部科学省） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

教科書に出てくる例題や問題を解いて、衛生防災設備を合理的に設計できる能力と態度を身に付

けよう。衛生防災設備を設計する場合、構造物の構成や形状を考える必要があるので、まず日常生

活でみられるいろいろな給水・給湯設備を注意深く観察しましょう。 

給水・給湯設備に関する基礎的な知識、技術が得られるように、図や表を活用する能力や態度を

身に付けよう。 

 

２ 学習の到達目標 

衛生・防災設備に関する基礎的な知識と技術を習得します。さらに、それらを実際に活用する能力

と態度を身に付けることを目標とします。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

衛生・防災設備に関す

る基礎的な知識と技

術について関心をも

ち、その改善・向上を

目指して主体的に取

り組もうとするとと

もに、実践的な態度を

身に付けている。 

衛生・防災設備に関す

る諸課題の解決を目

指して思考を深め、基

礎的・基本的な知識と

技術を基に、技術者と

して適切に判断し、表

現する創造的な能力

を身に付けている。 

衛生・防災設備に関

する基礎的・基本的

な技術を身に付け、

環境に配慮し、もの

づくりを合理的に計

画し、その技術を適

切に活用している。 

衛生・防災設備に関

する基礎的・基本的

な知識を身に付け、

現代社会における工

業の意義や役割を理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシート 

記述の点検 

ワークシート 

記述の点検 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
１
節 

水
資
源
と
上
水
道 

 

第１ 水資源 

 １．水 

 ２．水資源 

 ３．水道水の水質基準 

第２ 上水道 

 １．水道 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

a:水資源と上水道に強い関心

を持ち、自ら意欲的・主体的に

取り組む態度がある。 

b:水資源と上水道の意義や役

割を的確に把握し、安全な水資

源について思考を深め、自らの

考えを総合的に判断・表現する

ことができる。 

c:水資源と上水道の基本およ

び概要の知識を活用し水資源

と上水道の意義や社会的役割

を理解することができる。 

d:水資源と上水道の基本及び

概要を理解している。 

 

学習状況の

観察 

ワークシート 

記述の点検 

定期考査 

第
２
節 

給
水
・給
湯
に
関
す
る
機
器
と
構
成 

 

第１ 給水・給湯機器 

１．給水・給湯配管の管

材と接合方法 

２．衛生器具 

３．水受け容器 

４．給水栓・排水器具 

５．設備ユニット 

６．ポンプ 

７．貯水槽 

８．加熱装置 

９．ボイラ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: 給水・給湯機器に強い関心

を持ち、自ら意欲的・主体的に

取り組む態度がある。 

b: 給水・給湯機器の意義や役

割を的確に把握し、その活用方

法について思考を深め、自らの

考えを総合的に判断・表現する

ことができる。 

c: 給水・給湯機器の基本およ

び概要の知識を活用し、現代

社会におけるその意義や役割を

理解している。 

d: 給水・給湯機器の基本及び

概要を理解している。 

 

学習状況の

観察 

ワークシート 

記述の点検 

定期考査 



２
学
期 

 

第２ 給水方式 

  １．水道直結方式 

  ２．受水槽方式 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

a: 給水方式に強い関心を持

ち、自ら意欲的・主体的に取り

組む態度がある。 

b: 給水方式の意義や役割を的

確に把握し、その活用方法につ

いて思考を深め、自らの考えを

総合的に判断・表現することが

できる。 

c: 給水方式の基本および概要

の知識を活用し、現代社会にお

けるその意義や役割を理解して

いる。 

d: 給水方式の基本及び概要を

理解している。 

 

学習状況の

観察 

ワークシート 

記述の点検 

定期考査 

第３ 給湯方式 

  １．中央給湯方式 

  ２．局所給湯方式 

  ３．高層建築の給湯方式 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 給湯方式に強い関心を持

ち、自ら意欲的・主体的に取り

組む態度がある。 

b: 給湯方式の意義や役割を的

確に把握し、その活用方法につ

いて思考を深め、自らの考えを

総合的に判断・表現することが

できる。 

c: 給湯方式の基本および概要

の知識を活用し、現代社会にお

けるその意義や役割を理解して

いる。 

d: 給湯方式の基本及び概要を

理解している。 

 

学習状況の

観察 

ワークシート 

記述の点検 

定期考査 



第
３
節 

給
水
・給
湯
設
備
と
配
管 

機器の設計 

第１ 給水設備の設計 

  １．給水量の計算 

  ２．給水管径の決定 

  ３．管均等表による管径 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a: 給水設備の設計に強い関心

を持ち、自ら意欲的・主体的に

取り組む態度がある。 

b: 給水設備の設計の意義や役

割を的確に把握し、その活用方

法について思考を深め、自らの

考えを総合的に判断・表現する

ことができる。 

c: 給水設備の設計の基本およ

び概要の知識を活用し、現代

社会におけるその意義や役割を

理解している。 

d: 給水設備の設計の基本及び

概要を理解している。 

 

学習状況の

観察 

ワークシート 

記述の点検 

定期考査 

３
学
期 

  ４．平屋建て小住宅の給

水設備の設計 

  ５．水槽容量の設計 

  ６．ポンプの設計 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

a: 給水設備の設計に強い関心

を持ち、自ら意欲的・主体的に

取り組む態度がある。 

b: 給水設備の設計の意義や役

割を的確に把握し、その活用方

法について思考を深め、自らの

考えを総合的に判断・表現する

ことができる。 

c: 給水設備の設計の基本およ

び概要の知識を活用し、現代

社会におけるその意義や役割を

理解している。 

d: 給水設備の設計の基本及び

概要を理解している。 

 

学習状況の

観察 

ワークシート 

記述の点検 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


